
ラジオ放送聴取等の実態に関する
調査研究報告書

＜概要＞

令和８年３月
総務省放送施設整備促進課



ラジオ放送について、地形的・地理的要因、外国波混信、電子機器の普及や建物の堅牢化等により、難聴
が増加していることから、ＦＭ補完中継局の制度整備を行い、受信環境の改善等を図っているところである。
ＡＭ放送からＦＭ放送への転換等が行われる場合、ＦＭ補完放送（ワイドFM）（※）対応の受信機の普及が課

題となっている。そこで、ワイドFMの聴取実態等について調査・分析を行うことにより、今後のワイドFMへの対
応策及び普及方策に関する検討を目的とする。

ラジオ放送聴取等の実態に関する調査研究
調査概要

調査対象 調査方法

① 住民 インターネット調査

○各都道府県で200名ずつ抽出。（計9,400名）
※男女同数となるよう各年代（10代～70代以上の10歳刻み）において30名ずつ抽出。10歳代は15歳以上20名。

○住民基本台帳の全国の人口分布（2025年）に合わせ、
 都道府県×年代×性別を用いたウエイトバック集計を実施。（N=9,400）

② 業界団体・メーカー 質問紙調査

○主要なラジオ製造メーカー及び自動車メーカー（乗用車（輸入車含む）、トラック・バス、タクシー等）に対し、
 ワイドFMに対応した受信機の普及状況調査を実施。

調査内容

① ラジオ聴取者の傾向（プロフィール） ○生活意識/趣味・趣向/日頃行っていること

② ラジオ放送の聴取実態 ○AM・FM・インターネットラジオの聴取目的/聴取状況/認知度 

③ FM補完放送（ワイドFM）の聴取実態 ○認知度/理解度/聴取状況/受信機・ラジオ等の普及率 

④ ラジオ放送に関する普及方策の検討 ○AM停波時の影響や今後の普及方策等

調査は株式会社三菱総合研究所が総務省の請負事業（調査期間：令和７年11月～令和８年３月）として実施。
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（※）AM放送の番組を、FM放送の周波数帯を利用して放送する仕組み



聴取者タイプ別の傾向

住民への調査 ①ラジオ聴取者の傾向
聴取者の定義

分類 定義
数（全体に対する割

合）

○ ラジオ放送接触者 媒体・頻度問わず、ラジオを聴いている者 ４,６０１（４９.０％）

○ ラジオ聴取者 媒体問わず、月に１日以上、ラジオを聴いている者 ３,４０５（３６.２％）

○ AMリスナー
媒体問わず、月に１日以上、AMラジオを聴いている者

※月に１日以上、ワイドFMを聴いている者を含む
２,７５９（２９.４％）

○ ＦＭリスナー 媒体問わず、月に１日以上、FMラジオを聴いている者 ２,７８５（２９.６％）

○ ネットリスナー
月に１日以上、インターネットラジオを聴いている者

※ダウンロードpodcast含む
１,７７６（１８.９％）

○ ワイドFMリスナー 月に１日以上、ワイドFMを聴いている者 １,３１２（１４.０％）

○ AMのみリスナー
［AMリスナー］または［ワイドFMリスナー］であるが
［ＦMリスナー］ではない者

３４４（３.７％）

（全体 N= 9,400）
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住民への調査 ①ラジオ聴取者の傾向

分類 ラジオ聴取者 AMリスナー FMリスナー ネットリスナー

比率 36.2％ 29.4% 29.6% 18.9%

性別・年代
・高齢層＞若年層
・男性70代以上＞女性70代
以上＞男性50代

・高齢層の割合が特に高い（FMリスナーは、AMリスナーに比
べて40代,50代の割合が高い）
・男性70代が特に多い

・男性40代以下の層が比較的多い

職業 ・会社員（系統問わず）＞無職＞専業主婦（主夫）

・会社員（系統問わず）
＞無職＞パート・アルバイト
・学生の比率が比較的大きく、専業主婦
（主夫）の比率は比較的低い

聴取機器 ・カーオーディオ・カーナビ＞スマートフォン及び電子端末のアプリ＞据え置き型ラジオ
・スマートフォン（アプリ）＞カーオーディオ・
カーナビ＞据え置き型ラジオ

場所 ・自宅＞自動車乗車中＞通勤・通学の時間

時間 ・朝から夜までコンスタントに聴かれている ・夜及び深夜の聴取が相対的に多い

目的 ・ながら利用/習慣として ・好きな番組を聴く

趣味
・国内旅行/ショッピング/日帰りの行楽
・SNS、ネット閲覧、動画視聴

（全体 N=9,400）聴取者タイプ別の傾向

 ラジオ聴取者は調査対象全体の36.2％。年齢層は、男性・女性ともに50代、60代、70代以上の割合が高く、
ラジオ聴取者の過半数を占め、いずれの聴取者タイプでも同様の傾向である。

 聴取機器は、カーオーディオ、スマートフォンの利用が高く、自宅や自動車乗車中の聴取が多い。
 聴取時間帯は、朝から夜までコンスタントに聴かれている。ネットリスナーは、夜間の聴取も多い。
 全体的に、ながら利用や習慣としてラジオを聴取している傾向にある。ネットリスナーは、加えて好きな番

組を聴くことを目的にしている傾向にある。
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（全体 N=9,400、ラジオ聴取者 N=3,405 ）

住民への調査 ②ラジオ放送の聴取実態

（ラジオ聴取者 N=3,405、インターネット聴取者 N=2,163）ラジオ聴取者の媒体別ラジオ接触頻度

ラジオ聴取者の自動車利用状況
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［FM放送（ラジオ受信機で）］

［AM放送（インターネットラジオで）］

［FM放送（インターネットラジオで）］

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日
月に2～3日 月に1日 2～3ヶ月に1日程度 それ未満の頻度
ほとんど聴かない この方法は使用していない 無回答
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住民への調査 ③FM補完放送（ワイドFM）の聴取実態-1

（ワイドFM聴取者 N= 1,754)

（ラジオ聴取者 N= 3,405 ）ワイドFMの認知度

ワイドFMを聴取した印象

 ワイドFMの認知度は全体の41.4%。ラジオ聴取者の中では66.5%。昨年度の調査結果（※）では、全体は
27.4%、ラジオ聴取者では52.2%であり、認知度は向上している傾向にある。

 月1日以上ワイドFMを聴取する割合は、ラジオ聴取者の36.0%と、定期的な聴取層は多くはない。
 聴取した印象としては、「音質がいい」「雑音が少ない」といった、音質に関わる点が認識されている。

ワイドFMの聴取頻度

雑音が少なく聴きやすい 音質が良い

高いビルやマンション、

山間部等でも聴きやす

い

選局しやすい あてはまるものはない

全体 56.7 45.3 17.7 13.7 13.2
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(N=9,400)

（％）

7.4 4.9 8.7 7.2 4.43.4

2.2

4.7 11.4 45.7
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ラジオ聴取者

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日 週に1日

月に2～3日 月に1日 2～3ヶ月に1日程度 それ未満の頻度

ほとんど聴かない ワイドFMは聴かない

（※）https://www.soumu.go.jp/main_content/001016562.pdf
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住民への調査 ③FM補完放送（ワイドFM）の聴取実態-2
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男性10代 男性20代 男性30代 男性40代 男性50代 男性60代 男性70代以上

女性10代 女性20代 女性30代 女性40代 女性50代 女性60代 女性70代以上

全体：N= 9,400
全体平均：63.7％

 ラジオ受信機の保有率は全体で63.7%で、年代が上がるにつれ、保有率が高まる傾向がみられる。
 各層において、女性の方が男性より保有率が低い傾向にある。

※ラジオ受信機保有率（電波受信）にインターネットから聴取するものは含まない。

ラジオ受信機保有率

男性 女性
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住民への調査 ③FM補完放送（ワイドFM）の聴取実態-３
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（％)

 ラジオ聴取者のうち42.2％、ワイドFM認知者のうち38.5%が対応機器を保有している。
 ワイドFMの認知と機器保有の間には乖離がみられ、認知が必ずしも機器保有に結びついていない状況が

伺える。

男性 女性

男性 女性
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住民への調査 ④ラジオ放送に関する普及方策の検討（ワイドFMの認知度）

ワイドFMの認知 ワイドFMの聴取状況

 AMリスナーのワイドFM認知度は73.0%に上り、一昨年度から徐々に（R5：54.9%、R6：61.1%）増加傾向にあ
る。

 AMリスナーの中でワイドFMについて「ほとんど聴かない・聴かない」という層は、昨年度の結果（52.9%） 
（※）から45.9％に減少した。 「ほとんど聴かない・聴かない」層の約７割は男女50代以上が占めている。

ワイドFM定期聴取者 不定期聴取者ほとんど聴かない・聴かない

47.5% 6.6% 45.9%

（「聴かない」層の聴取者 N=1,266）

男性10代
1.2%

男性20代
2.7% 男性30代

4.8%

男性40代
6.9%

男性50代
8.5%

男性60代
9.6%

男性70代以上
18.1%

女性10代
0.9%

女性20代
1.9%

女性30代
2.0%

女性40代
4.8%

女性50代
6.3%

女性60代
7.4%

女性70代以上
24.8%

（※） https://www.soumu.go.jp/main_content/001016562.pdf
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（N=1,265）
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聴いている 6.6
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30.5
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ワイドFMの認知

ワイドFMの聴取意向

ワイドFMの聴取状況



住民への調査  ④ラジオ放送に関する普及方策の検討（FM転換の認知度）
FM転換の認知度

 FM転換（※）について、全体では74.6%が「知らなかった」と回答した。
 聴取者タイプ別に見ると、ワイドFMリスナーが「知らなかった」割合が最も低く、 39.3%であった。AMリスナー

は約半数が認知している結果となった。 
 「AM局の運用休止に係る特例措置」に基づき休止中のAM局を一部含む都道府県（以下「運用休止地域」と

いう。）においては、 FM転換の認知度は28.5%であり、それ以外の地域（23.1%）より若干上回る結果となった。
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ラジオ放送接触者(N=4,601)

ラジオ聴取者(N=3,405)

AMリスナー(N=2,759)

FMリスナー(N=2,785)

ネットリスナー(N=1,776)

ワイドFMリスナー(N=1,312)

AMのみリスナー(N=344)

知っていた（内容も知っている＋言葉は聞いたことがある） 知らなかった

28.5 

23.1 

71.5
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運用休止地域(N=3,909)

運用休止地域外

(N=5,491)
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（※）一部の放送局において、将来的にAM放送をFM放送へ移行し、その後AM放送を停止する可能性があること



住民への調査  ④ラジオ放送に関する普及方策の検討（運用休止地域のラジオ認知度）

運用休止地域におけるワイドFMの認知度

 運用休止地域におけるワイドFMの認知度は、42.1%であり、昨年度（30.6%）（※１）より向上しているが、それ以
外の地域（40.8%）との間で大きな差はみられなかった。

58.4

57.1

59.5

41.5

42.9

40.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=9,400)

運用休止地域(N=3,909)

運用休止地域外(N=5,491)

知っていた（内容も知っている＋言葉は聞いたことがある） 知らなかった

運用休止地域におけるインターネットラジオの認知度

 運用休止地域におけるインターネットラジオ（※２）の認知度は、57.1%であり、それ以外の地域（59.5%）との間
で大きな差はみられなかった。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=9,400)

運用休止地域(N=3,909)

運用休止地域外(N=5,491)

知っていた（内容も知っている＋言葉は聞いたことがある） 知らなかった
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（※１）https://www.soumu.go.jp/main_content/001016562.pdf

（※２）インターネット回線を通じてラジオ番組を聴くサービス



2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

A社

B社

C社

D社

E社

F社

G社

H社

I社

J社

業界団体・メーカーへの調査（ラジオ）

 多くのラジオメーカーは2014年前後からワイドFM対応を開始しており、2014～2016年頃には大半のメーカー
で全機種ワイドFMへの対応が完了している。

ワイドFM対応状況
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2014年 対応開始 2014年 全ての機種で対応済

2013年 対応開始 2014年 全ての機種で対応済

現在生産中のラジオ製品のうち、未対応製品あり

2014年11月 対応開始 2016年９月 全ての機種で対応済

2014年12月 対応開始 2024年９月 全ての機種で対応済

2015年 対応開始 2015年 全ての機種で対応済

2014年12月
ワイドFM放送開始

2015年2月 対応開始

2015年11月 対応開始 2015年11月 全ての機種で対応済

2015年12月 全ての機種で対応済2015年12月 対応開始

2024年 対応開始 2024年 全ての機種で対応済

現在生産中のラジオ製品のうち、未対応製品あり

2014年６月 対応開始



業界団体・メーカーへの調査（乗用車）

 カーオーディオについて、概ね2016年頃からワイドFM対応が開始され、2020～2022年頃には自動車メー
カーの多くで全車種対応が進んでいる。

 海外自動車メーカーが日本で販売している乗用車のカーオーディオについても、2019年以降の生産から基
本的にはワイドFM対応となっている。

ワイドFM対応状況
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※標準装備時期を記載

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

A社

B社

C社

D社

E社

F社

G社

H社

I社

J社

K社

L社

2014年12月
ワイドFM放送開始

2014年 対応開始 2018年 全ての機種で対応済

2016年４月 対応開始 2018年１月 全ての機種で対応済

2017年６月 対応開始 2020年２月 全ての機種で対応済

2015年11月 対応開始 2020年12月 全ての機種で対応済

2016年９月 対応開始

2016年10月 対応開始

2017年11月 対応開始

2017年５月 対応開始

2018年 対応開始

2018年 対応開始

2020年10月 対応開始

2021年 対応開始

2022年１月 全ての機種で対応済

2017年10月 全ての機種で対応済

2021年 全ての機種で対応済

2018年６月 全ての機種で対応済

2020年６月 全ての機種で対応済

2019年全ての機種で対応済（推定）

2025年時点で約９割対応済

2021年２月 全ての機種で対応済

黒字：国内自動車メーカー
青字：海外自動車メーカー



業界団体・メーカーへの調査（トラック・バス）

 国内自動車メーカーのカーオーディオについて、トラックは最も対応が早かったメーカーは2015年から対応
開始している。標準装備では未対応で、オプション対応となっているメーカーもある。

 バスはワイドFM対応割合が比較的低い。

ワイドFM対応状況
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2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

A社 トラック

バス

B社 トラック

C社 トラック

バス

D社 トラック

2014年12月
ワイドFM放送開始

2015年12月 対応開始

2021年４月 対応開始

2016年10月 対応開始

約99％が対応済

約49％が対応済

未対応

標準装備では未対応

2017年１月 対応開始

2016年10月 対応済

2021年４月 対応済



業界団体・メーカーへの調査（その他（タクシー、農機・建機））

 国内自動車メーカーのカーオーディオについて、農機では標準装備で対応を開始しているメーカーがある
が、完全な対応までは至っていない。

 タクシーについては、オプションで完全対応しているメーカーがある。

ワイドFM対応状況
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2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

A社 タクシー

B社 トラクタ

コンバイン

建機

2014年12月
ワイドFM放送開始

標準装備では未対応（2016年にオプションでは全車種対応済）

2019年５月対応開始 約５割程度が対応済

約５割程度が対応済2023年１月 対応開始

標準装備では未対応（時期は不明だがオプション対応済）
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